
　
六
月
二
十
二
日

　
朝
九
時
い
き
な
り
電
機
屋
が
来
て
地
下
で
打
ち
合
わ
せ
。
そ
の
後
、
地
下

に
入
っ
て
い
た
前
橋
の
左
官
森
田
君
と
打
ち
合
わ
せ
。
昼
前
、
研
究
室
へ
。

十
四
時
、
真
壁
氏
他
来
室
。
子
供
に
贈
る
家
の
本
業
書
の
件
。
良
い
企
画
だ

と
思
う
が
、
売
れ
る
の
か
な
。
う
ま
く
ゆ
く
事
を
祈
る
。
十
五
時
Ｍ
１
ゼ
ミ
。

世
界
の
住
宅
価
格
比
較
研
究
。
よ
う
や
く
入
口
に
入
っ
た
。
山
田
脩
二
曰
く
、

六
〇
代
を
生
き
る
の
は
実
に
し
ん
ど
い
。
確
か
に
そ
う
だ
が
、
こ
の
、
し
ん

ど
さ
あ
っ
て
の
、
又
、
も
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
。
人
を
は
げ
ま
し
て
い
る
ゆ

と
り
の
持
ち
合
わ
せ
が
、
こ
ち
ら
に
も
な
い
。
自
分
の
事
で
精
一
杯
だ
。

　
六
月
二
十
三
日

　
六
時
半
起
床
。
渡
辺
豊
和
氏
よ
り
「
扶
桑
国
王
蘇
我
一
族
の
真
実
」
新
人

物
往
来
社
、
送
ら
れ
て
来
た
。
三
五
〇
ペ
ー
ジ
の
分
厚
い
本
で
あ
る
。
何
故

か
嬉
し
か
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
今
六
十
六
才
の
筈
で
あ
る
。
良
く
頑
張
っ
て

い
る
な
。
一
時
期
変
な
方
向
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
な
と
思
っ
た
事
も
あ
っ
た

が
、
変
な
方
向
へ
行
っ
て
も
、
コ
レ
だ
け
や
れ
ば
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
独

人
、
コ
ー
ヒ
ー
で
遠
い
奈
良
に
い
る
だ
ろ
う
渡
辺
さ
ん
に
乾
杯
す
る
。
非
常

に
嬉
し
い
。
大
し
た
も
ん
だ
よ
。
夜
、
電
話
し
て
み
よ
う
。
ま
だ
渡
辺
さ
ん

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
残
し
て
い
る
な
。
負
け
て
い
ら
れ
ぬ
ぞ
、
こ
れ
は
。
九
時

厚
生
館
現
場
。
八
大
西
山
社
長
と
会
う
。
近
藤
理
事
長
を
交
え
、
打
合
わ
せ
。

十
一
時
修
了
。
明
日
、
屋
根
の
上
の
鉄
の
オ
ブ
ジ
ェ
現
場
搬
入
と
の
事
。
昼

過
、
研
究
室
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ミ
ル
ク
の
昼
食
。
何
故
か
、
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
が
定
番
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ヤ
バ
イ
ゼ
こ
れ
は
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ミ
ル

ク
で
は
ど
う
に
も
余
剰
の
力
は
で
な
い
よ
ね
。
十
三
時
、
松
尾
建
設
、
来
室
。

十
四
時
過
大
学
発
五
反
田
へ
。
十
五
時
過
Ｔ
Ｏ
Ｃ
、
ト
モ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
十
七
時
半
迄
。
十
八
時
五
反
田
で
松
尾
建
設
ス
タ
ッ
フ
と
飲
む
。
早
稲

田
バ
ウ
ハ
ウ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
で
あ
っ
た
松
尾
建
設
権
藤
設
計
本
部
長

も
交
え
て
、
建
設
会
社
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
を
繰
り
広
げ
る
。
良
い
建
物

が
建
つ
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
何
で
も
す
る
ぞ
。
い
さ
さ
か
附
合
い
で
、

そ
れ
で
も
ビ
ー
ル
を
す
す
っ
た
。
二
〇
時
過
、
新
宿
で
松
尾
建
設
ス
タ
ッ
フ

と
別
れ
、
只
今
、
二
〇
時
半
、
京
王
線
車
中
。

　
六
月
二
十
四
日

　
七
時
起
床
。
昨
夜
は
電
話
で
渡
辺
豊
和
さ
ん
と
話
し
た
。
お
元
気
そ
う
に

し
て
お
ら
れ
た
。
で
も
ネ
ェ
、
や
っ
ぱ
り
建
築
建
て
た
い
ん
だ
よ
、
が
本
音

だ
ろ
う
。
八
時
三
〇
分
杏
林
病
院
。
病
院
は
面
白
い
。
待
つ
人
、
行
く
人
、

帰
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
ら
か
の
弱
点
を
持
ち
、
悩
ん
で
も
い
る
の
だ
ろ
う
。

人
間
の
顔
付
が
き
ち
ん
と
大
人
な
の
で
あ
る
。
街
を
歩
く
、
ゆ
る
ん
だ
人
々

の
顔
付
と
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
私
の
顔
も
そ
う
見
ら
れ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
病
院
は
劇
場
だ
な
。
夕
方
よ
り
、
劇
場
へ
。
十
六
時
東
銀
座
歌
舞

伎
座
。
六
月
市
川
海
老
蔵
襲
名
披
露
公
演
。
家
族
全
員
で
楽
し
む
。
吉
右
衛

門
、
玉
三
郎
、
勘
九
郎
、
菊
五
郎
、
海
老
蔵
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
で

あ
る
。
二
十
二
時
半
頃
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
六
月
二
十
五
日

　
十
時
半
松
下
電
工
、
九
州
忍
田
邸
オ
ー
ル
電
化
ハ
ウ
ス
の
打
ち
合
わ
せ
。

十
三
時
森
の
学
校
内
部
打
合
わ
せ
。
十
六
時
京
王
線
稲
田
堤
厚
生
館
現
場
。

近
藤
理
事
長
を
交
え
て
打
ち
合
わ
せ
。
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六
月
二
十
六
日

　
九
時
四
十
五
分
新
宿
集
合
。
十
一
時
取
手
駅
佐
藤
さ
ん
と
会
い
、
利
根
町

百
人
ス
ク
ー
ル
へ
。
昼
食
は
利
根
町
オ
バ
さ
ん
軍
団
の
心
尽
し
の
家
庭
料
理
。

お
世
辞
で
は
な
く
美
味
だ
っ
た
。
シ
ソ
の
葉
を
巻
き
込
ん
だ
ウ
リ
の
つ
け
も

の
は
特
に
う
ま
か
っ
た
。
十
四
時
文
間
小
学
校
で
第
六
回
目
位
だ
っ
た
か
な

百
人
ス
ク
ー
ル
開
催
。
農
業
に
つ
い
て
私
の
私
的
な
歴
史
を
述
べ
、
友
岡
清

秀
の
笑
う
農
園
の
提
案
。
深
沢
七
郎
の
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
を
想
い
起
す
が
、
ま

だ
ま
だ
彼
の
年
で
は
あ
の
チ
ョ
ッ
と
恐
い
軽
み
に
は
達
せ
な
い
よ
な
。
佐
藤

さ
ん
宅
で
、
馬
場
昭
道
和
尚
に
も
会
え
て
良
か
っ
た
。
昭
道
和
尚
に
は
チ
ョ

ッ
と
佐
藤
健
の
話
し
振
り
が
乗
り
移
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
う
言

え
ば
佐
藤
健
の
奴
、
深
沢
七
郎
の
形
見
の
ギ
タ
ー
を
俺
に
く
れ
る
と
言
っ
て

い
た
の
に
、
く
れ
な
い
ま
ん
ま
で
、
い
な
く
な
っ
た
な
。
山
手
線
で
少
々
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
電
車
が
遅
れ
た
が
、
二
十
時
過
世
田
谷
村
に
戻

る
。
つ
か
れ
て
、
食
後
す
ぐ
寝
た
。
利
根
町
百
人
ス
ク
ー
ル
は
私
の
中
で
は

無
駄
の
中
の
無
駄
、
し
か
し
、
こ
う
い
う
実
に
普
通
な
人
達
と
の
附
合
い
の

無
駄
か
ら
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
モ
ノ
は
本
物
だ
ろ
う
。
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